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１月２３日（火）寒風が吹く中、植柳小学校の持久走大会を開催することができました。三学期が始まり

大会までの２週間ほど、全ての学年で河川敷を走りゴールをめざす子供たちの姿が見られていました。当日

は朝からこの冬1番の寒さとなり、雪もちらつき、大会ができるか心配されましたが、いい状況とはいえな

い中でも予定通り大会を開くことができ、何よりでした。子どもたちがゴールをめざしがんばる姿、とても

いいと思いました。様々なことに対して「無理」とあきらめてしまう風潮がある昨今、持久走大会のように、

自分に挑戦するような機会はとても大切だと感じています。そして、何かに一生懸命に取り組むことがとて

も大切なことなんだと子どもたちには感じてほしいと思っています。最後まで一生懸命にゴールをめざした

がんばりは、子供たちのこれからの成長の糧となるはずです。

保護者、ご家族の皆様には、球磨川からの強い風が吹く中、沿道で声援を送っていただきました。皆様の

応援が子供たちの心の励みになったことと思います。本当にありがとうございました。

八代市立植柳小学校

校長 嶋村 立馬

令和６年１月26日植柳小学校校訓 「うつくしく、やさしく、たくましく、かしこく」

安全を確かめて行動しよう
今年度、八代管内の様々な地域で、子供たちが巻き込まれる交

通事故が起きた、あるいは子供たちがもう少しで事故に巻き込ま

れるところだったというお話を何度か聞いています。八代管内は、

県内の他地域と比べて交通事故が多い地域だそうです。小学生の

場合、狭い道から通りへの飛び出しによる事故が多いようです。

今週、学校でも集会を開き、交通事故防止について担当の先生

から話してもらいました。交通事故に関する動画を見て、子供た

ちも、交通事故にあうことの怖さを感じてくれたのではと思っています。子供たちが下校後、外で行

動する際は、確認しない道路の横断や自転車での飛び出し等がないように、安全を確かめて行動でき

るようになってほしいと願っています。


